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Abstract
　To reduce the number of euthanasia of unowned cats, it is important to reduce the number of stray cats, in particular, 
of new kittens. It is important to understand population dynamics and ecology of domestic cats before setting up effective 
management system, however, there are not enough such studies on stray or feral cats in Japan. In this review, we outline 
previous studies on dynamics and control of cat populations to present current situations and problems to solve, and make 
suggestions for future research. Domestic cats generally divided into three categories; owned cats, stray or feral cats, and 
wild cats, according to their living styles. Although there are community cats fed and managed by local residents recently, 
their living style is close to that of stray cats. Cats without owners, that is, stray cats have survived because there are food 
resources and they have high reproductive capacity. As proposed in an international guidance, it is important to establish a 
system for regular evaluation of number of cats and monitoring of influences of managing interventions for successful control 
while considering cat welfare. Neutering has been shown to be effective to suppress population growth, whereas neutering rate 
between 51-94% is required if Trap-Neuter-Return program is employed. Intensive neutering in a small area is also suggested 
as more effective than neutering in a broad area for reducing number of cats in a short time period. Controlling stray cats 
based on their population ecology may lead to better welfare of these cats while reducing troubles with human residents.
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Ⅰ．はじめに
　2013年11月に環境省は、全国の自治体が飼い主か
ら引取り、または放棄される犬と猫の殺処分数を最
終的にはゼロにするための積極的取組として「人と
動物が幸せに暮らす社会の実現プロジェクト」を立
ち上げた。しかし現状では、環境省が公表している
「犬・猫の引取り及び負傷動物の収容状況」による
と、2015年の犬猫の殺処分数は全国で約８万2902頭
であり、そのうち６万7091頭が猫、また、４万7043
頭が幼齢個体であった１）。猫は犬に比べて殺処分数
が多く、引取られる猫のうち所有者不明の頭数は犬
の約２倍となっていることから１）、野良猫の個体数
が多いとみられる。このことから、犬猫の殺処分数
を減らすうえで、野良猫の個体数を減らすこと、特
に子猫の数を増やさない対策をとることが必要だと
考えられる。しかし日本の野良猫に関する長期的な
研究は少なく、管理する上で重要な個体群動態や生
態について不明な点が多い。そこで本稿では国内外
での先行研究や猫の個体数管理の現状について整理

し、今後の課題を提言することを目的とする。

Ⅱ．飼い主のいない猫の問題
　猫は犬に比べると比較的新しい家畜であるが、
9500年前から人間と共に生活し身近な動物として飼
われていた２）。イエネコ（Felis silvestris catus）の
祖先はエジプトに住むリビアヤマネコが最も近いと
言われている。イエネコは日本へ700年代の奈良時
代の頃に朝鮮や中国から渡来した３,４）。仏教の伝来
に伴い、貴重な経典などを鼠の害から防ぐために移
入されたのだという説もある。平安時代に宮中や貴
族が猫を愛玩し、そこから広く一般に飼われた。一
方で当時の日本の絵画から飼い猫が野生化して野良
猫や野猫のような存在もいたようである。イエネコ
は一般にその生活形態によって飼い猫、野良猫、野
猫（ノネコ）の３つのカテゴリーに分けられる５）。
飼い猫は特定の飼い主に飼育されているイエネコ
を、野良猫はエサやゴミを与えられるエサに依存す
るものの特定の飼い主がいないイエネコを、野猫は
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エサや住処を人間に依存しない野生化したイエネコ
をそれぞれ指す。また野良猫は、自由に動ける拘束
されていないイエネコが公共エリアに住んでいるこ
とだとも定義されている６）。近年では、地域住民が
食餌や生活を管理する地域猫というカテゴリーも生
じているが、生活形態は野良猫に近いといえる。
個体群の中のすべての猫は図１のように分けられ
る７）。
　飼い主のいない猫（以下、野良猫と呼ぶ）たちが
現在まで生き延びているのは、食料資源と高い繁殖
能力があるからである。猫は肉食動物であるため、
野生下では鳥やネズミ、昆虫などを捕食する。そし
て早い個体では生後４～６カ月には性成熟し、季節
性繁殖で春と秋に発情する。交尾排卵動物で、雌猫
は１回の出産に多ければ５、６頭の子猫を産む。個
体数が増えれば比例して食料が必要となる。
　希少動物の絶滅を防ぐため、ニュージーランドや
オーストラリアなど外来生物である野良猫を害獣と
して駆除している国も少なくない。日本の小笠原諸
島や御蔵島などの離島でも、野良猫が野鳥を捕食す
ることが問題となっている。しかし、猫は愛玩動物
であるため野良猫を駆除のために殺処分すること
は、動物愛護・動物福祉の観点から問題視されるこ
とが多い。
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Ⅲ．猫の個体数管理
　猫の過剰問題への対策として現在、飼い猫およ
び野良猫の不妊手術（避妊・去勢）の促進、保護
や駆除による野良猫の個体数管理、その他の方法
（登録や鑑札の義務化，動物を管理する法令の制定
など）が行われている。一般には TNR（Trap- 捕
獲、Neuter - 不妊手術、Return- 元の場所に戻す）
と呼ばれるプログラムが、野良犬・野良猫の個体数
管理の一環として国内外で広く行われている。米国

の野良猫の管理プログラム TTVAR（Trap- 捕獲、
Test- 検査、Vaccinate- ワクチン接種、Alter - 不妊
手術、Release or Return- 放すまたは元の場所に戻
す）は個体数の効果的な管理ができ、人道的である
とされている８,９）。最近の動向として、野生味の強
い猫は不妊手術やワクチン接種したら元の場所に
戻し、シェルターに収容する野良猫の数を減らす
RTF（Return to field）活動というプログラムも出
てきている。
　野良犬や野良猫の個体数管理法については、国
際的なガイドラインの制定が進められている。
世 界 動 物 保 護 協 会 WSPA（World Society for the 
Protection of Animals）、国際人道協会 HSI （Humane 
Society International）、国際動物福 祉 基 金 IFAW 
（International Fund for Animal Welfare）、 王 立
動物虐待防止協会 RSPCA（Royal Society for the 
Prevention of Cruelty to Animals）という、欧米
を拠点とする世界最大規模の４つの動物福祉団
体と、狂犬病予防連盟 ARC （Alliance for Rabies 
Control） お よ び 世 界 小 動 物 獣 医 師 会 WSAVA 
（World Small Animal Veterinary Association）と
いう２つの獣医療関係組織の計６団体により構成さ
れた、国際コンパニオン・アニマル管理連合 ICAM
（International Companion Animal Management 
Coalition）は、人道的な犬および猫の個体数管理に
関するガイダンスを策定している。そのなかで、個
体数管理は人道的な方法により、最終的には犬や猫
の個体群全体の福祉向上につながるように行われる
べきだとしている10,11）。また、猫の個体数管理を適
切に実施するためには、まずデータ収集やその評価
が重要であり、それにより個体数に影響を及ぼす要
因を考慮したうえで、包括的な個体数管理プログラ
ムを策定したうえで介入方法をデザインし、結果は
定期的にモニタリングして再評価することにより次
のプログラムを策定するというように、科学的デー
タと客観的評価にもとづく段階を踏んで着実にアプ
ローチをする必要があることを提言している。図２
は、このプロセスの流れを、猫の個体数管理を行う
場合について示したものである。
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Ⅳ . 個体群動態と猫に関する先行研究
　個体群動態とは出生、死亡、移入などで個体数が
変動することである。個体群とは同時に同じ所で一
緒に生息する同種の個体グループを指すが、個体メ
ンバーは摂食、交尾など相互に作用し合っている。
個体群動態は他にも移出や捕食、同種間の競争でも
変動する。つまり個体群は環境や地理的条件によっ
て成長するか衰退するかが決まってくる。
　野良猫において出生に関する研究は、死亡や移入
に比べると比較的多く行われている。イスラエルの
５つの都市の役所に集められた苦情件数を集計した
研究でも、子猫の出生に関する苦情には季節性があ
ることが報告されている６）。米国でのある研究は、
大学敷地内の野良猫の個体群を対象に11年間にわた
り不妊去勢手術を実施したところ、66％の個体数が
減ったことを報告している12）。また、米国の16か所
のアニマルシェルターで、犬猫の不妊手術の割合を
調査した研究でも、母集団の数に明白な違いが生じ
たと報告されている13）。TNR による繁殖管理は時
間がたつにつれて猫の集団の大きさが減少するのに
効果的であるが、51−94％の不妊化が必要となるだ
ろうということが推測されている14）。これらの研究
からは、個体群における繁殖を抑え子猫を出生させ
ないことが個体群の成長を抑える可能性が指摘さ
れ、また、不妊手術を広い地域で分散して行うより
も狭い地域で集中的に行うことが、短期間での個体
数減少にとってより効果的だということが示されて
いる。
　野良猫の死亡に関しての研究は非常に少ない。野
良猫の主な死亡原因は寿命、感染症による疾患、交
通事故、カラス等の野鳥による捕食（主に子猫）、
闘争、餓死、虐待などが考えられるが、実態を把握

することは容易ではない。国内では各自治体が清掃
業務の一環として猫を含む動物の死骸を回収してい
るが数の記録程度しかなく、死亡原因を判断するこ
とは難しい。先述の大学敷地内の野良猫個体群の11
年間にわたる調査では、期間中に全体の６％が死亡
した12）。長崎で行われた研究では、大学敷地内の野
良猫の子猫を観察したところ、８か月間で子猫の生
存率は43％であった15）。今後は市街地など別の環境
の猫の生存率や死亡率についてさらに調査すること
が必要であろう。
　野良猫の移入に関する直接的な研究はあまりない
が、野良猫の行動圏に関する研究は盛んに行われて
いる。漁村に住む猫を始め、田舎に住む猫、都市に
住む猫など、住んでいる環境によって猫の行動範囲
は大きく変わる。また性別によっても異なり、19編
の文献において、雄が雌よりも行動範囲が広いこと
が示されている16）。市街地と田舎に住む猫について
の先行研究で得られている、雄と雌の行動圏の最小
値と最大値を表１に示す。行動範囲の距離につい
て、自然地域＞農村＞港湾＞漁村＞都市地域に住む
猫の順でやはり雄が雌よりも長いという報告もあ
る17）。同じ個体が移入・移出を繰り返す可能性があ
るということは示唆されており、行動圏の広さか
ら移入するのは雄が多いのではないかと予想され
る18）。
　最近は個体数管理のためにＴＮＲが実施されてい
る地域もあるため、不妊手術をすることが野良猫の
行動にどのような変化をもたらすかということも考
慮すべきである。横浜の市街地に住む野良猫につい
て、日中の移動距離を不妊去勢手術実施の有無によ
り比べたところ、雄では未去勢の方が去勢済みより
も移動距離が長く有意差があったが、雌では不妊手
術の有無により有意差はみられなかった19）。さらに
最近の研究では、行動範囲のサイズは猫の性別と
季節の両方が作用するということが指摘されてい
る７）。
　以上のようにさまざまな報告はあるものの、猫の
生息環境や人による介入の多様性と生態の柔軟性を
考慮すると、猫の個体群動態について正確に理解す
ることは非常に困難である。

表１　猫の行動範囲　
市街地 田舎

雄 0.75 ～ 1.45ha 157 ～ 990ha
雌 0.3 ～ 0.6ha 56 ～ 206ha

※ ha（ヘクタール）＝10,000㎡（平方メートル）。
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Ⅴ . 市街地における猫の生態
　猫の生息場所は市街地、村、山、島など様々であ
るなかでも野良猫が苦情やトラブルの大きな要因と
される市街地での猫の生態はどのようなものなのだ
ろうか。本来、多くのネコ科動物の社会形態は単独
生活で、縄張りを持ち狩りをして暮らす。ヤマネコ
の仲間は複数の雌の縄張りを１頭の雄が縄張りとし
て持ち、自分の子孫を残すために他の雄を入れない
ようにする。成長した子猫は雄だと分散していき、
雌は母親の近くで縄張りを持つようである３）。しか
し、ネコ科の中にも縄張りを持たずに集団で生活す
るライオン、チーター、イエネコがいる20）。これは
単独で暮らすよりも集団で暮らすほうが共同保育の
メリットや資源の餌を獲得できるためだと考えられ
ている。イエネコのなかでも特に野良猫はチーター
と生態が似ていて、血縁個体が協働することがあ
る16）。
　1980年代に東京都杉並区の市街地に住む野良猫で
行われた研究では、野良猫の生活型が６つに分けら
れた18）。数が多かったのは、拘束されず自由で食料
も住処も人間に依存しない放浪型であり、一番少な
いのが拘束され食料と住処を人間に依存する生活型
とされた。行動圏が広かったのは、雌雄ともに自由
で食料と住処を人間に依存し定着している野良猫
で、狭かったのは自由で食料のみを人間に依存して
定着している野良猫だった。この研究から、猫は資
源である餌場を中心に縄張りを持つことが示唆され
るが、食料と住み処を人間に依存している猫が生活
型の６つの中で行動圏が広かった理由については、
さらなる研究が必要であろう。また、最近福岡県で
行われた研究では、３か所の市街地にいる飼い猫と
野良猫を４つのカテゴリーに分類している５）。３つ
の調査地はそれぞれ住宅地、集合住宅地、商店街
だった。それぞれの地域により、カテゴリーの割合
は異なっていたが、市街地に住む猫では、主に食料
と住処を人に依存して外で自由に動ける猫と、食料
のみ人に依存する猫の２つのカテゴリーが圧倒的に
多くを占めていた。これらの研究結果から、日本の
市街地に住む野良猫の生活形態は人に依存するとい
うことが示唆される。
　イスラエルの市街地で、人が行う世話のレベルが
高い野良猫のグループと低い野良猫のグループを比
較したところ、高いレベルの世話を受けている猫で
は、攻撃性が低く、不妊済みの雌の糞中コルチゾー
ル濃度が低かった21）。この研究からも、野良猫は人
に影響を受けていること、そして、野良猫であって

も人がより多くの世話で関わることにより、猫の福
祉を向上させることにつながるということがわかっ
てきた。

Ⅵ . まとめと展望
　野良猫は、生息する環境や人との関係から行動範
囲や生活様式を変化させている。特に市街地に住む
野良猫の多くは、必要な資源を人に依存して暮らし
ていることが分かった。また、個体数の変動には猫
の高い繁殖能力が関与し、なかでも不妊手術の割合
が大きく影響していることが示されていることか
ら、野良猫の個体群動態や生態には人の介入する部
分が大きいといえそうである。
　先行研究から野良猫に関しての研究は増えている
ものの、対象とされている猫の生活形態が少しずつ
異なっている。個体群動態や生態の研究は曖昧な部
分が多く、個体数管理につなげるには、よりター
ゲットを絞った研究が必要である。猫の移出入、死
亡、出生状況と生活様式や行動圏について、さらに
様々な環境で調査して比較し、特に問題の起こりや
すい市街地での猫の個体群動態をモデルなどにより
示し、地域の環境と個体群の関係を明らかにするこ
とが求められる。
　野生動物の研究では GPS（グローバル・ポジショ
ニング・システム）と GIS（地理情報システム）の
使用で位置を読み、行動圏の調査をより精密に行っ
ている22）。また分子生物学の発展により、被毛や糞
中の DNA から個体識別も可能になっている。市街
地に暮らす野良猫の研究においてもこのような手法
を駆使した研究がさらに進展することで、生態につ
いて多面的な解明が可能となるのではないだろう
か。
　以上をふまえた結論と今後の課題は、次の通りで
ある。
・	猫の個体群動態と生態を理解し、猫の個体数管理

をすることは、殺処分数の減少だけでなく、猫の
福祉の向上と住民の猫に関する苦情件数の減少へ
と繋がることが期待できる。

・	猫の個体数管理をするには個体数を評価する方法
の確立と定期的な評価が大切である。野良猫に関
する研究者および利害関係者の委員会を設置する
など、体制を整える必要がある。

・	繁殖を抑え子猫の出生をさせないこと、および、
不妊手術を広いエリアで実施するよりも狭いエリ
アで集中的に行うことが、個体群の成長を抑える
ことにとって短期間でより効果的だということが
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分かっている。これらの知見をふまえた猫の個体
数管理方法を推進すべきである。

・	生活様式が異なる環境の野良猫の生活パターン
や、行動圏や個体数に関する研究により、少しず
つ野良猫の生態についても分かってきたが、さら
に多くの地域や環境で一貫した手法で研究する必
要がある。また、野生動物で用いられている手法
を活用することで、野良猫の個体群動態や生態が
より明らかになるだろう。
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